
８ ６８ ８ ０５ １
お手数ですが

50円切手を

お貼り下さい

小林市役所 総務課
広報こばやし編集室　行

（広報こばやし№64　2011. ７月号）

ご氏名
フリガナ

ご住所
（イニシャルまたはペンネームも記入ください）

興味を
持った
コーナー
３つ

クイズの答

電話（　　　　）－（　　　　）－（　　　　）

①

②

③

P O S T　C A R D ←
点
線
に
沿
っ
て
切
り
取
っ
て
く
だ
さ
い
。（
官
製
は
が
き
で
も
可
）。
お
便
り
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　ジオパークとは地質学
的に重要で貴重、また美
しい地球活動の遺産が多
数存在する自然公園で
す。このコーナーでは、
霧島山の歴史や魅力につ
いて紹介します。
　霧島山を取り巻く鹿児
島・宮崎両県の５市１町
を中心に構成する霧島ジ
オパーク推進連絡協議会
は、世界ジオパークネッ
トワークに加盟するため
の取り組みを推進してい
きます。

　広報クイズ　広報クイズ

問題：今、注目を集める自主防災の要。○○○。問題：今、注目を集める自主防災の要。○○○。
　　　（ヒント：４ページ上段参照）　　　（ヒント：４ページ上段参照）
　クイズの答・今月号で興味を持ったコーナー３つ・住
所・氏名・電話番号を明記して応募してください。今月は、
抽選で５人に図書カード図書カードをプレゼント。
【締切】７月22日（金曜）〔当日消印有効〕
　応募は一人１枚まで。広報こばやし６月号のクイズの答え
は「キリッチ」でした。38 人から応募があり 38 人が正解。厳
正な抽選の結果、正解者の中から５人に景品を贈りました。
【宛先】〒886-8501（住所不要）小林市総務課広報
FAX：２２－４１７７　E-mail：info@city.kobayashi.lg.jp

人口
男
女

世帯数 １９，９３５世帯
平成23年６月１日現在現住人口　　（前月比、前年同月比）

現住人口：国勢調査人口（実際に居住している人口）を元に、その後の転入・

転出、出生・死亡などを増減して算出する人口。

４７，３１８人
２１，９１４人
２５，４０４人

（＋１１、+156）

（－１０、－323）
（－１２、－２06）
（＋２、－117）

　人のうごき（小林市の人口）　人のうごき（小林市の人口）
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広
報
で
被
災
地
に
向
け
て
、
支
援

活
動
を
展
開
し
た
〝
小
林
人
〞

を
読
み
、
大
変
な
努
力
を
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

私
が
出
来
た
こ
と
は
、
義
援
金
と
支
援

物
資
の
み
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
応
援

を
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｍ
Ｓ
さ
ん
・
堤
）

●

東
日
本
大
震
災
の
当
時
の
様
子
を

テ
レ
ビ
で
見
ま
し
た
。
こ
の
世

の
こ
と
か
と
息
を
の
み
ま
し
た
。
天
災

に
は
、
人
間
は
無
力
で
す
が
、
そ
の
復

興
に
必
要
な
の
は
人
間
力
。
何
よ
り
、

原
発
事
故
が
一
番
の
気
が
か
り
で
す
。

一
日
も
早
く
解
決
し
、
治
ま
る
よ
う
に

と
願
っ
て
い
ま
す
。
震
災
に
遭
わ
れ
た

方
々
は
大
変
な
思
い
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
日
も
早
く
穏
や
か
な
日
々
が
戻

る
よ
う
に
、私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
、

い
ろ
い
ろ
な
面
で
思
い
や
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。　
　
（
Ｔ
Ｓ
さ
ん
・
細
野
）

●

被
災
地
で
の
活
動
大
変
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。行
き
た
い
け
れ
ど
、

行
け
な
い
人
が
多
々
あ
る
中
、
大
変
な

思
い
も
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
私
た

ち
の
分
ま
で
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

小
林
市
が
誇
ら
し
く
、
感
謝
の
心
で
一

杯
に
な
り
ま
し
た
。（
Ｏ
Ｅ
さ
ん
・
細
野
）

　

先
月
お
届
け
し
た
被
災
地
支
援
特
集

で
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の
声

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。被
災
地
の
再
生
・

復
興
に
は
、
長
期
的
な
支
援
が
必
要
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
小
林
市
か
ら
温
か

い
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
で
す
ね
。

●

今
年
の
梅
雨
は
早
く
、
ま
た
、
大

雨
が
続
き
ま
し
た
ね
。
土
砂
崩

れ
な
ど
、
小
林
市
は
被
害
が
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
台
風
や
大
雨

が
た
く
さ
ん
く
る
時
期
な
の
で
、
心
配

で
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
持
ち
出
す
も

の
な
ど
、
避
難
の
確
認
を
し
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。　　
　
（
Ｉ
Ｓ
さ
ん
・
東
方
）

　

今
月
は
、
防
災
に
つ
い
て
特
集
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
風
水
害
な
ど
自
然

災
害
に
つ
い
て
、
天
気
予
報
な
ど
今
後

の
情
報
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
お
う
ら
い
」

が
４
月
か
ら
家
の
前
を
通
る
こ

と
に
な
り
、
早
速
市
内
の
病
院
へ
行
く

の
に
利
用
し
ま
し
た
。
と
て
も
便
利
に

な
り
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
乗
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
帰
り
も

ち
ょ
う
ど
い
い
時
間
で
、
本
当
に
助
か

り
ま
し
た
。　　
　
（
Ｒ
Ｙ
Ｏ
さ
ん
・
堤
）

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
ご
要
望
、
ご

意
見
を
踏
ま
え
、
路
線
や
時
間
な
ど
を

改
善
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
新
特
典
制

度
も
導
入
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
存
続

の
た
め
に
、
年
一
回
の
乗
車
を
お
願
い

し
ま
す
。

紫
陽
花
の
咲
い
て
追
悼
罹
災
地
へ　

小
林
合
歓
の
会　

森 

昭
子

あ
じ
さ
い
の
色
を
尋
ね
て
描
く
墨
画　

小
林
合
歓
の
会　

山
本 

靖
夫

錯
綜
の
日
の
本
軋
む
波
高
し/

復
興
に
一
枚
岩
の
青
葉
城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

真
方  

上
久
保 

年
治

北
に
地
震
南
に
火
を
噴ふ

く

山
あ
り
て
日
本
列
島
お
だ
や
か
に
あ
れ

小
林
短
歌
会　

永
山 

義
成

乙お
と
が
わ川

の
家
康
祭
り
に
ぎ
わ
ひ
て
手
を
つ
な
ぎ
行
く
娘
と
吾
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
田 

フ
ミ

このコーナーでは読者
の皆さんからのお便り
や投稿をお待ちしてい
ます。ハガキ、ＦＡＸ、
Ｅメールなどふるって
ご参加ください。

①すくすく（3歳未満）…お
子さんの写真に名前、ふりが
な、性別、誕生日、コメント（40
字以内）、保護者名を添えて送
付ください。
②よもやまトーク…広報紙の
感想や最近思うこと。短歌や
俳句、イラストや写真など。
③疑問質問Ｑ＆Ａ…わからな
いことやちょっとした疑問、
気付いたことなど。
※いずれも氏名・住所・連絡
先を記入ください。左頁の広
報クイズにもレッツトライ !!

「
火か

さ
い
り
ゅ
う

砕
流
」
の
お
は
な
し

　

火
砕
流
と
は
、
火
口
か
ら
噴
出
し
た

高
温
の
溶
岩
や
軽
石
、
火
山
灰
と
ガ
ス

の
混
合
体
が
、
高
速
で
地
表
を
流
れ
下

る
現
象
で
す
。
20
年
前
の
雲
仙
普
賢
岳

の
場
合
は
、
山
頂
付
近
に
成
長
し
た
溶

岩
ド
ー
ム
の
崩
落
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
新
燃
岳
の
噴
火

で
も
火
口
周
辺
に
火
砕
流
の
跡
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、過
去
に
加
久
藤
カ
ル
デ
ラ（
宮

崎
県
え
び
の
市
、
鹿
児
島
県
湧
水
町
）

や
姶
良
カ
ル
デ
ラ
（
錦
江
湾
奥
）
を
形

成
し
た
と
言

わ
れ
る
大
規

模
な
噴
火
で

は
、
勢
い
よ

く
上
昇
し
た

噴
煙
の
柱
が

崩
れ
ド
ー
ナ

ツ
状
に
大
規

模
な
火
砕
流

が
発
生
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

錦き
ん
こ
う
わ
ん

江
湾
奥
で
今
か
ら
約
3
万
年
前
に
起

き
た
噴
火
で
は
、
南
九
州
一
帯
を
火
砕

流
が
襲
い
、
軽
石
や
火
山
灰
が
ご
く
短

い
期
間
で
分
厚
く
積
も
り
、「
シ
ラ
ス

台
地
」
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
火

砕
流
は
霧
島
市
国こ

く
ぶ
し
げ
ひ
さ

分
重
久
の
地
名
か
ら

入い

と戸
火
砕
流
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
火
砕
流
は
自
分
の
熱
と
重
さ
で
固

ま
り
、
溶よ

う
け
つ結

凝ぎ
ょ
う
か
い
が
ん

灰
岩
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
都
城
市
の
関
之
尾
滝
、
曽

於
市
の
桐
原
の
滝
や
三
連
轟
、
小
林
市

の
須
木
の
滝
や
陰
陽
石
な
ど
は
今
か
ら

34
万
年
前
に
加
久
藤
カ
ル
デ
ラ
か
ら
噴

出
し
た
火
砕
流
に
よ
る
溶
結
凝
灰
岩
で

で
き
て
い
ま
す
。

▲入戸火砕流の想像図

▲シラスの崖


